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論文審査の結果の要旨
氏名 丸亀泰二
この博士論文は強凸領域上のブラシュケ計量を放物型幾何の視点で研究し，様々な微
分幾何的な不変量を構成する手法を与えている．
放物型幾何学とはモデル空間が (半単純群)/(放物型部分群) の形で与えられるカルタ
ン幾何であり，共形幾何やCR幾何などが含まれる．これらの幾何は領域内の自然な完備
計量の無限遠境界に定義される幾何構造として見ることが有効であり，共形幾何では領
域内のポアンカレ・アインシュタイン計量，CR幾何では強擬凸領域上の完備ケーラー・
アインシュタイン計量が用いられる．本論文では放物型幾何の一つである射影微分幾何
での類似の理論を構成している．よく知られているようにユークリッド空間内の球の双
曲計量にはポアンカレ模型とクライン模型があり，ポアンカレ模型を一般化することに
よりポアンカレ・アインシュタイン計量が定義される．一方，クライン模型の一般化が
ブラシュケ計量であり，これは局所平坦な射影多様体の中の強凸領域
上で実モンジュ・
アンペール方程式を解くことにより構成される．またブラシュケ計量に関する無限遠境
界 @
にはアフィン計量の定める共形構造 [h]とフビニ・ピック形式と呼ばれる対称 3形
式Aが定義される．組 ([h]; A)は共形コダッチ構造と呼ばれる．
ブラシュケ計量に関する領域の体積は無限であるが，領域を内側から有界領域によっ
て近似することにより体積の繰り込みを考えることができる．領域の次元が奇数であれ
ば体積の漸近展開の対数項の係数 Lは境界 @
の共形コダッチ構造の不変量であること
がわかる．論文の主結果はこの不変量 Lに関する次の 3つの定理である．
(1) Lは境界の共形コダッチ構造から定義される全Q曲率と一致する．
(2) 領域の滑らかな変形 f
tgt2Rに関する対数項 Ltの一次変分は境界の共形コダッチ
構造の局所不変量であるフェッファーマンの障害関数を用いて記述される．
(3) Ltの二次変分は境界上のGJMS作用素と呼ばれる高階の不変微分作用素を用いて
記述される．
(1)は共形幾何の類似と見ることができるが, (2)および (3)はCR幾何の類似であり，射
影微分幾何が二つの放物型幾何の中間にある構造であることを示す興味深い結果である．
定理を導くために，実モンジュ・アンペール方程式の精密な漸近解析および境界の曲
率を記述するトラクター束の理論が整備されている．これらは射影微分幾何の現代的な
アプローチの基礎的な結果であり今後の研究の礎となるものである．
以上の結果は放物型幾何学の研究に新しい視点とその基礎付けを与えるものであり，今
後の発展が多いに期待できる．よって論文提出者 丸亀泰二は博士（数理科学）の学位を
受けるにふさわしい充分な資格があると認める．
